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12噛 MRI 装置 にお ける dB ／dtの 測定 に つ い て
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一

般的 にMRI検 査 は放射線 を使 うX 線検査 よ りは比較的安全 と さ れ て い た が 、近年 の 著 しい 撮像の高速化に よ り生体
に対す る影響が活発 に議論 されるよ うにな っ て きた。そ の 中で の 代表的な も の はRF の 比吸収率 （SAR ） で 熱作用、も

う
一

っ は磁場時間変化率 （dB／dt）で あり、心細動および心筋、末梢神経筋へ の 刺激と し て 認識され て い る 。

　 IEC規格 （王EC60 ユ
ー2−33、以下 IEC規格 ） で は、患者 に与えるリス クや ス トレ ス の程度 に従 っ て機械 の 操作モ

ー
ド

が三段階に分け られ て お り、そ れぞれ に安全基準が設定され て い る が 、 安全性に 対 し て の 上限値の設定だけで はな

く、それぞれ の 測定法 につ い て も詳 しく規 定され て い る 。dB／dtの 測定値に つ い て の 計算式は IV／n π r2 トで 定義さ

れ て お り、V は計測用サ
ー

チ コ イル に発 生する誘導電圧、　 n 及び rはそれぞれ コ イル の巻数 と半径 で ある。

【目的】 今回、磁器 共鳴懇話会 で はIEC規格 に定義された内容に基づき、ユ ーザー ・
サイ ドで もdB／dtの値が信頼性

を持 っ て 計測で き る の か検討 を行 っ て みた。

【使用機器 〕 シ
ー

メ ン ス社製 MAGN   M 　M10 及び IMPACT 、自作サー
チ ・コ イル （直径 50  、巻数15回）と 自

作支持台、デジタル ・オ シ ロ ス コ
ー

プ （Tektronix 　 TE8500C ） を使用 し た 。

【方法】IEC 規格 の 規定に沿 っ て 自作 したサ
ー一

チ ・コ イル とそ の支持台をオシ ロ
・
ス コ

ープに接 続 し、　 RFをoffの 状
態 に した MRI 装置 に て 撮影 を行 い 、シ

ー
ケ ン ス終了ま で 出力波形を観察 して最大 を 示す出力電圧 と τ 時間を読み とっ

た。最初 に 既知 の シー
ケ ン ス

・デザイ ン を持 っ たパ ル ス ・シ
ー

ケ ン ス に て 測定精度 を検証 し、次 に未知 の シー
ケ ン ス

・デザイ ンで 構 成 された パ ル ス ・シ
ー

ケン ス の 最大 dB／dt値の 測定を試み た。

【結 果】　 （1） 測定精 度 の 検証 　使用装置 はM10 、シ
ー

ケ ン ス は、　 SE 　500／15，
マ トリ ッ ク ス 256 × 256，帯域 130Hz ／px ．を用 い た。ス ポイ ラ

ー
を付加 した シ

ー

ケ ンス で は ス ポイ ラ
ー

の 出 力波形 は他 の 波形 と重な らず独 立して 観察 で きた。

したが っ て Z軸 の ス ポイ ラ
ー

を7mT ／m 、立ち上が り時間を 1rnsに設定 して 精度

の 確認 に 用 い る こ と と し た 。 サー
チ

・
コ イル は ガン トリ

ー
内部、X −Y 平面上 で

X −Y の 位置、Z軸 k．＋30cm （fig．1）に固定 し て FOV とスライ ス 厚 を変 え て 出力

電圧 を読 み とっ たが、スポイ ラ
ー

よ り発生するdB ／dtは ス ライ ス 厚 とFOV に

依存せず一定 の 値 を示 した （fig．2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 figけ サ
’

コ イ ル 職 置位置

　次 に サ
ー一

チ
・

コ イ ル は X −Y 平面 上 で Oの 位置 、Z軸上 を0を中心 に 前後に移動
さ せ て 、Z軸 の ス ポイ ラ

ー
の 出力電圧 の みを読 み と っ た。

Z軸 の ス ボイラ
ー

の dB ／dtは Z軸上 の コ イル位置 に依存 し、設定値よ り計算され る 理論値にほぼ一致 し た （fig．3）。
（2） 最大 dB ／dt値 の 測定 　使用装置 はIMPACT 、使用 パ ル ス ・シーケ ン ス はSE 　300／15，　FOV200rm ，スライ ス 厚 5

  ，マ トリッ ク ス 256 × 256 ，帯域 130Hz ／px ．を使用。
コ イル位置 はZ軸上 0 に 固定 し、X ，　X −Y ，　Y の 三 カ所 の 位置 で 順番 に三 方向 の 撮影 を行 っ た。測定結果は大き な差を認

めなか っ たが、X −Y の位置で の 値がやや大きく、これ はIEC の記述に も
一

致 した。

そ こ で コ イル の 位置をX −Y に 固定し て Z軸を
一60か ら＋ 60cm まで 5〜ユOcm単位で 移動 させ、三方向の測定を行 っ た。

得 られた結果をグラフ （fig4）に 示 したが一50cm の位置で最大値5．1〔nソs の 値 を得た。

【考察 ・結語 】 RF パ ルス を簡単にoff に で き る装置で あれ ば、自作のサー
チ

・
コ イル を用 い て も比較的容易にある程

度の精度で dB ／dtの測定が可能で ある と思われ た 。

　今後、高性能の傾斜磁場を持 っ た装置で の高速シーケン ス の dB ／dtや 、 異なる装置の特性なども我 々 ユ
ーザー

が評

価 を行 っ た り、臨床で の撮影時に シ ー
ケ ン ス 選択の参考に で きる可能性がある と考える。
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fig2 ．　dB ／dt の Fov とス ラ イ ス 厚 へ の依 存性
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